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－おもやい通信－

♢令和4年度 市民公開講座♢

♢ダイバーシティ学習プログラムＳＤセミナー♢

多様性の尊重は、誰もが活躍できる新たな組織の在り方や、より創造的
な仕事を生み出す要です。本講座では、株式会社メルカリの「無意識バ
イアスワークショップ」等を通したダイバーシティ推進の取組みに学び、
パネルディスカッションを通して、長崎県内の取組や課題を共有し、自
分事として、組織の多様性をより豊かに活かす働き方や、組織づくりの
在り方を考えます。
どなたでも参加できます。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

「多様性が活きる働き方―
メルカリの取組みに学び、自分事として考える」

【日時】令和4年12月1日（木） 16：00 – 17：40 
【方法】zoomによるオンライン形式

お申込はこちら

1月
「職場のダイバーシティ
の壁を見える化する」

2月
「他者とともに働く・職場を
変える対話を生み出す」

3月
「働き方を変えていく」

1/20（金）
15：00～16：00

2/15（水）
15：00～16：00 調整中

講師：岸智子氏
（わくわく記録帳）

講師：辺見英貴助教
(人文社会科学域 経済学系）

講師：本間季里氏
（合同会社 オフィス
Esteem）

職場のダイバーシティを尊
重した働き方を実現してい
くためには、職場が抱える
課題を見える化し、共有す
ることが大事です。そこで、
議論を活性化したり、課題
の見える化を促す、グラ
フィック・レコーディング
の技術を学びます。

ダイバーシティの尊重の実現
において、異なる考えや状況、
アイデンティティをもったメ
ンバー同士の対話やコミュニ
ケーションは不可欠です。職
場内の従業員同士のコミュニ
ケーションにおける「沈黙」
をポジティヴに捉えた研究か
ら学びます。

ダイバーシティの尊重の実現
において、異なる考えや状況、
アイデンティティをもったメ
ンバー同士の対話やコミュニ
ケーションは不可欠です。互
いの個性や力を発揮し合うた
めのコミュニケーションのあ
り方を「伝え方」の講師から
学びます。

◆11月SDセミナーは「介護と仕事の両立の経験者の方たちの座談会」形式に
なります。（11/25開催）
◆12月SDセミナーは上記の「市民公開講座」になります。（12/1開催）
◆１～3月SDセミナーの予定は以下の通りです。

※長崎大学学内限定 詳しくはこちら▶▶ 11月SDセミナー
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日頃よりダイバーシティ推進センターの運営に、ご理解とご協力
を賜り誠にありがとうございます。
センター職員一同、今後も力を尽くして参りますので、引き続き
よろしくお願いいたします。
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女性研究者海外派遣支援制度

共通テスト時の一時保育案内

おもやいオンラインサロン

ジェンダーの本 紹介

１１月１１日は介護の日

1月1４日（土）、1５日（日）に実施される大学
入学共通テストの業務に携わる教職員を対象に、
お子さまの一時保育（無料）を行います。
詳細は後日メール、HP等でお知らせします。

教育学、法学、歴史学と分野が異
なる共著者が、それぞれの研究の
中でジェンダーの視点、大学の授
業の中で学生たちとのコミュニ
ケーション、日常生活の中の疑問
や違和感から考えてきたことを、
何度も話し合いながらそれぞれの
専門性や経験を活かして作った
ジェンダーの本です。会話形式で
とても分かりやすく読みやすいと
好評です。
当センターで貸出しできます。

村田晶子・森脇健介・矢内琴江・弓削尚子
『ジェンダーのとびらを開こう
－ 自分らしく生きるために』(大和書房、2022年）

ダイバーシティ推進センターには、介護コン
シェルジュが常駐し、学内教職員・学生の介
護に関する相談に対応しています。
学内制度や公的制度を知りたい、今後介護の
可能性がある、高齢の親が心配等、お気軽に
ご連絡ください。

メール： omoyai_soudan@ml.Nagasaki-u.ac.jp
電話 ： 095-819-2179

第7回 長崎大学 未来に羽ばたく女性研究者賞
受賞者研究発表会および授与式

今年度は研究者賞４件、奨励賞３件の応募があり、厳正な審査の結果、３名を
選出いたしました。

優秀女性研究者賞
生命医科学域（医学系） 教授 赤澤祐子
長崎被爆者組織を用いた 放射線晩発障害 の遺伝子変異シグネチャー解析と
原爆被爆の医学的実相の継承

総合生産科学域（工学系） 教授 作田絵里
典型元素を利用した新規光機能性化合物の創出

優秀女性奨励賞
生命医科学域（医学系） 准教授 髙村敬子
解剖体を対象とした臨床解剖学的研究

【日時】 令和５年１月26日（木）15:30～16:30
【場所】 文教スカイホール

女性研究者の発信・交流のための「おもやいオンライン・サロン」で
す。ブログ形式で、簡単にご自身の研究や日常のことを発信したり、
コメント機能等で交流ができます。センターのコーディネーターの矢
内も、簡単なブログを時々書いています。よろしければ、ぜひのぞい
てみてください。

出張で行った網走の最初の女性政治家のこ
と、東日本大震災の避難所での女性たちの
姿を描いた小説、ダイバーシティの観点か
ら面白かったCMなども紹介しています！

▶▶こちらかどうぞ。

12月2日より、来年度の「女性研究者海外派遣制度」希
望者の申請がスタートします。海外における研究で、女
性研究者の皆さんが、さらに高度な研究力とリーダー
シップを身につけ、活躍されることを目指しています。
皆さん、奮ってご応募ください。

【申請期間】
令和4年12月2日（金）～12月28日（水）

【詳細】こちらのQRコードからご確認ください。
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